
令和６年度

岡山市障害者自立支援協議会

精神保健福祉部会 活動計画

◆参加メンバー 8名
相談支援専門員（各地域部会）    3名     
精神科病院 MHSW            2名

     岡山市保健所                2名
岡山大学保健管理センター医師  1名

 ◆開催頻度 隔月

地域 病院

行政

精神保健福祉部会

R6.3.22(金)
岡山市自立支援協議会 全体会





≪各福祉区における地域での課題の中から・・・≫
支援対象者の高齢化が進みつつあり、認知症のある高齢の親と
精神疾患のある子ども、引きこもりケースなど、複数の問題を
抱えている８０５０問題への支援体制が求められている。

令和３年度 子の支援機関に8050問題の課題を調査

①保健センター②各地域部会③精神科医療機関にヒアリングを行い、現状
の把握と課題を明確化する。

令和４年度 親の支援機関に8050問題の課題を調査

介護保険領域の支援機関からみた現状と課題についてヒアリングを行い、
親子双方の支援者が捉える課題を明確化する。

→地域包括支援センター職員へのインタビュー

令和３年度～令和５年度の取り組み

令和５年度 調査結果のまとめを作成



調査結果のまとめ

「困った・苦労すること」

「好事例」

「よりよくするための取り組み」

インタビューで聴き取った内容をKJ法にて分類

パワーポイントのスライド及びレポートを作成

令和6年度にインタビューに協力頂いた機関の皆様を中心とした方々
へフィードバックしていきたいと考えています。



 相談支援事業所の不足、マッチングの困難さがある
 福祉サービス導入に時間がかかる
 家庭全体への支援が必要なケースへの対応
 強度行動障害への対応・発達障害への対応
 病院に医療以外の課題が持ち込まれる
 未受診、受診中断ケースへの関わり
 地域によって社会資源のかたよりがある
 身体病院との連携
 長期入院している認知症高齢者が年々増加

第４回 医療と保健福祉との連携について検討する会 
日時：令和５年１２月５日（火） 参加：岡山市内精神科６病院 ＋ 部会員７名

医療と保健福祉との連携について検討する会で
「地域課題」として考えられたもの

令和6年1月25日(木) 岡山市自立支援協議会運営会議にて報告。
→抽出された課題を自立支援協議会の場で共有する仕組みを改めて活用

する。そこで各部会と課題を共有し、課題解決に向けての連携を推進して
いきたい。さらに、自立支援協議会で話し合われた課題を「医療と保健福
祉との連携について検討する会」にも持ち帰り、双方向での議論が共有さ
れる体制づくりを目指す。



(１)各地域部会等との課題の共有
・・・抽出された内容により各地域部会や各専門部会、審議会への情報提供や協力依頼,活動

連携を図る。

(２)【第5回医療と保健福祉との連携について検討する会～医療機関編～】の開催

・・・医療機関からみた、保健福祉領域との連携に関する意見を集約し検討。

  (３) R3～R4に実施した『8050問題』についてのまとめの共有

・・・地域部会 / 各専門部会 / 介護保険領域の専門領域 等々
共有できる機会を設定していきます。

(４)地域精神保健福祉連絡会への情報交換、地域課題のフィードバック
      ・・・各地域精神保健福祉連絡会から挙げられた『8050問題』に関して、活動をフィードバック。

精神科医療機関、各地域部会から挙げられている地域課題年度当初に情報提供し、次年
度活動への反映を依頼。

(５)重点項目の振り返りと新たな重点項目の抽出 。
 ・・・令和元年に抽出した4つの重点項目について取り組みの振り返りを行い、(1)・(2)・(4)の機会

に課題を共有し、新たに精神保健福祉部会で取り組んでいく重点項目の抽出を行う。

令和６年度活動計画（案）

医療機関、地域部会員のメンバーが変更予定です。
先輩部会員の皆さんの活動を引継ぎ、新たなメンバーで頑張っていきます！
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